
（別紙様式）                                                                             （Ａ３判横） 

令 和 6 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 学校法人昌平学園 昌平高等学校 ） 

目 指 す 学 校 像 
生徒一人ひとりの進路希望を実現するとともに、他者を思いやる優しさ、困難に立ち向かう逞しさ、自ら

知を求める積極さをあわせ持ち、広く社会に貢献・奉仕しようとする人材の育成を図る。 

教員のモットー「手をかけ 鍛えて 送り出す」 

 

      

※学校関係者評価実施日とは、法人評議委員により、学校

自己評価を踏まえて評価を受けた日とする。         
達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

１.才能開発教育：個々の生徒の能力を最大限に引き出す。 

２.人間教育：高い品性と正しい判断力を養成する。 

３.健康教育：心身ともに健康な人間を育成する。 

４.国際教育：国際的視野に立って考え、行動する力を養成する。 

  Ｂ 概ね達成(６割以上)  出席者   学校関係者  3 名 

卒業生    1 名 

学識経験者  4 名 

  Ｃ 変化の兆し(４割以上)  

  Ｄ 不十分(４割未満)  

※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する）は複数設定可。 

※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
         

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年 度 評 価 （3 月）  実施日 令和 7 年 3 月 27 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 中間評価 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

1 

①進路目標実現に向けて生徒が主
体的に学ぶ環境を作る。ICT を
活用し授業展開における学びの
幅も広げていく。 

②進路目標や部活動等、課外活動
を含めた自己実現に向けた計画
的な取組みができる体制を整え
る。 

③各種資格の取得(英検･GTEC･
TOEIC など)を推進する。 

④自習室の充実化をはじめ授業は
もとより、自学自習を習慣化で
きる環境作りを行い、生徒全体
に積極的な働きかけを行う。 

⑤探究活動 

①教員が教材研究を積極的に行
い、授業力向上に努めている
か。進路指導部を中心に模試等
の分析を行い、担任から状況を
フィードバックする体制を整え
ることができているか。ICT を
活用し、生徒の主体的に学ぶ意
欲を向上させることができてい
るか。 

②進路目標の達成に向け、学校全
体で情報を共有し、生徒にアド
バイスを行える体制が整ってい
るか。 

③パワー・イングリッシュ・プロ
ジェクトを掲げる中で資格取得
の推進、計画的な取得ができる
よう働きかけができているか。
その他の資格試験についても積
極的な取組みを促すことができ
ているか。 

④生徒が掲げる進路目標の達成に
向けて学習計画および学習時間
の管理等、アドバイスを行うこ
とができているか。 

①授業準備を積極的に行うため
に、分掌業務の配置整理を行
う。進路指導部および学年を中
心に模試分析を積極的に行いフ
ィードバックできる体制を整え
る。進路指導部や高 3 学年団の
教員を中心に入試データ分析研
修会等に積極的に参加し情報を
得て全体に共有していく。教員
研修の時間を活用し、ICT 授業
の実践例を周知する。 

②進路イベントや相談等を積極的
に実施し、生徒が有益な大学情
報を取得できる機会を作る。学
年や担任からも入試情報につい
て、生徒に直接伝達し学習意欲
の向上に努める。部活動等の課
外活動においては顧問を中心に
目標を明確にする中で計画的に
活動を行う。 

③各種検定の積極的な受験を促す
よう担任が周知を行う。また、
英検等をはじめ校内でも受験が
できる体制を整える。 

④学習室の環境整備に努め、自学
自習に積極的に取り組めるよう
周知する。チューターをはじめ
質問対応ができる体制をよりよ
くする。また、スタディサプリ
の活用等、補完的な学習もして
いくよう体制を整える。 

①教科指導準備以外の業務となる
分掌業務や部活動指導におい
て、業務整理を行い、教材研究
の時間を確保している。しか
し、一部の教員に業務が偏って
しまう状況がまだ見られるため
改めて調整を行っていく必要が
ある。DP クラスだけでなく、
ICT を活用し工夫した授業を展
開する教員は増えており、授業
展開の幅は広がっている。進路
指導部や学年主任が中心とな
り、模擬試験の分析を行い、結
果から出た課題を個々にフィー
ドバックし、生徒が学習意欲向
上に努めている。 

②高大連携授業や進路相談等、校
内の進路イベントを積極的に行
い、大学情報を得る機会を作っ
ている。 

③各種検定の取得状況を担任が把
握し、大学受験等でも活用でき
るようアドバイスしている。た
だ、受験者数については少ない
回もあり、今まで以上に積極的
に取り組むことができるよう環
境整備を行っていく。 

④自習室の利用生徒の中で集中力
が継続できない生徒もいる。注
意喚起を行うとともに環境改善
を行っていく。リクルート社
「スタディサプリ」も活用する
よう周知している。 

①7 月実施の授業評価アンケート
結果を検証し、各教員が改善に
努めているかを適宜確認する。
ICT の授業展開については、活
用状況を把握し、現状の課題を
確認、改善に努めているかを検
証する。模擬試験の分析データ
については、フィードバック状
況の確認、進路目標達成に向け
た対策を講じることができたか
検証する。 

②各種進路行事や担任をはじめと
する教員との面談等を通して、
目標とする進路に向けた主体的
な取り組みができる環境作りが
できているか。 

③資格取得の積極的な取り組みを
促すために、有益な情報伝達が
明確にできたか。 

④学習室運営委託業者と連携し、
活用状況等を把握し、学習習慣
の確立を自主的に目指すことが
できる環境整備、働きかけがで
きているか。 

 

①各教員が授業評価アンケート結果より出た課題
や改善点を把握し、授業に活かすよう取り組む
姿が見られた。今年度も教員研修の中で ICT 活
用実践例の提示など研修を行った。担任や教科
担当が中心となり行う模擬試験結果のフィード
バックは生徒個々の進路目標の整理に効果的な
ものとなった。現状において、ICT を活用した
授業展開は教科状況や教員個々で個人差が大き
く見られる。 

②今年度の進路実績は昨年度と比較し、東京大学
5 名をはじめ国公立大学･早慶上理･G-MARCH
の合格者数が伸びた。その他、生徒個々の学力
に応じた大学進学に向けたアドバイスも積極的
に行うことができている。 

③令和 6 年度について、高校内では 85％の生徒
が英検（3 級以上）を取得している。とりわけ
高校卒業程度である 2 級取得者は年々増加して
おり、全校で 45.8％、また、準 1 級の取得者も
年々増加傾向にある。国公立を含む難関私大で
も大学入試においても英検利用が進む中、本校
では 2 級、準 1 級の講習を実施しており、今後
一層多くの生徒が 2 級、準 1 級などの上位級を
取得できるよう指導していく。 

④学習室の活用については、より積極的に活用す
る状況が見られ、考査期間においては 350 名を
超える日もあった。生徒の学習意欲の向上が見
られる。部活動の終了後にも活用する生徒も増
え文武両道を実践している。 

Ｂ 

①研究授業の実践や研修の参加を通して、個々
の授業力向上にさらに努めていく環境作りを
行っていきたい。また、教員間の情報共有を
はじめ、学校としての課題を整理し、全体が
把握することで更なる活性化につなげていき
たい。次年度に向けた進路実績における具体
的な数値目標を設定していく。ICT 活用につ
いては、引き続き、教員全体で研修を通して
実践例等、情報共有していく体制を整えた
い。 

②次年度も学校主催の進路イベントの実施、外
部主催のイベントのアナウンスなど生徒にと
って有益な情報を共有できる環境を整える。 

③パワー･イングリッシュ･プロジェクトにおけ
る英検等の資格取得をはじめ、各種資格取得
の有益な情報を発信していきたい。また、現
状の取得状況における今後の対応等を含めた
分析を行う中で、大学受験での活用方法など
生徒に積極的に伝達していく。 

④学習室を活用する生徒が増えていることは非
常に良い状況と言える。ただし、利用におい
ての課題があるため、環境作りにおいて整
理、対応を行う必要がある。。 

 ①今年度は東京大学 5 名、京都大学 1 名、東京科学大
学 2 名をはじめ旧帝大に 15 名が合格をするなど、
国公立大学には 81 名と昨年の実績を上回る結果と
なった。また、早慶上理 ICU は 98 名、G-MARCH
については 193 名の合格者を輩出した。さらに医
学部医学科には 9 名が合格するなど素晴らしい結果
だったと言える。次年度以降も現状に満足すること
なく更なる進学実績の向上を目指して、環境面の整
備とともに、教員の授業力向上に努めることができ
るよう具体的な取組みを行ってもらいたい。 

②大学入試改革において変化が起きている現状を分析
し、生徒の学力向上に向けた更なる意識改革、モチ
ベーション向上に繋げられる取組みを積極的に行っ
てもらいたい。 

③各種資格の取得は大学進学に優位となる状況も多々
ある。生徒にとって有益な情報を適宜伝達してい
き、将来の可能性を広げる取り組み、積極的な働き
かけをお願いしたい。 

④学習意欲が高い生徒も増えていることから、学習室
を活用する人数が増えている。更なる整備でより良
い環境を作ってもらいたい。 

 
評価：Ｂ 
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①日常生活のマナー指導、身だし
なみ、学習を継続して行う上で
の基本的な生活習慣の確立を目
指す。 

②生徒が活躍できる機会、主体的
に参加する生徒会活動や課外活
動の充実化を図る。 

③生徒のコミュニケーションスキ
ルが向上できる環境づくりを行
う。 

①頭髪･服装をはじめとする学校
のルール遵守、また生徒が公共
交通機関や自転車での通学時に
おいて適切なマナーを理解し適
切な行動ができているか。 

②学校主催行事や外部行事等、生
徒会活動や部活動をはじめとす
る課外活動の充実化が図れてい
るか。 

③教員が様々な活動を通して生徒
と積極的にコミュニケーション
をとる機会を作ることができて
いるか。 

①日常においては、生活指導部が
企画する朝の登校指導等で現状
を把握する。また、担任を中心
にホームルーム指導、学年集会
を通して指導を行い、より良い
環境を作る。 

②運動部はもとより、文化部の部
活動発表会、ボランティア活動
の企画等積極的な参加を呼び掛
ける。 

③定期的に面談を行い、生徒に寄
り添った形で指導し、意欲的な
活動を促す。 

①登下校時の通学マナー等につい
て外部から指摘を受けることも
あった。特に自転車利用者につ
いては適宜集会等でも周知して
いる。担任や部活動顧問など指
導を行っていく。 

②文化部も校内発表会を実施する
中等、充実した活動ができてい
る。 

③担任を中心に生徒と適宜コミュ
ニケーションをとる中で、生徒
の実態把握に努めた。 

①登下校時や学内における校則遵
守など状況把握を行えている
か。また、外部からの声も参考
に全体に周知および指導ができ
ているか。 

②生徒会主体の活動において、生
徒が充実感を持てる活動ができ
ているか。 

③現状把握に努める中で、学習や
課外活動等、積極的な取組みに
繋げることができているか。 

①特に登下校時の通学マナーについて、外部の方
からマナー等について指摘を受ける状況があっ
た。特に自転車通学者については並列走行等を
含め危険が生じる状況が多くなることから、担
任のみならず学年集会などで周知し、改善に努
めていく必要がある。 

②生徒会を中心に各部の発表機会が継続的に作ら
れていることは良かった。外部への発信も含め
ての企画も検討していきたい。 

③生徒へのアプローチについて各所でメンタルケ
アを含め、生徒が前向きに取り組める働きかけ
をしている。 

Ｂ 

①教員においても学内におけるルールの確認を
適宜行い、同じベクトルで指導できるように
体制を整えていく。教員間で指導の差が生ま
れないよう調整を行っていく必要がある。 

②生徒会を中心とした企画を積極的に実施して
いきたい。その中で生徒の活躍の場をさらに
増やしていくために外部、地域との交流も積
極的に行っていきたい。 

③面談等を通して状況把握を積極的に行う環境
は作っていた。今後も継続して行っていきた
い。 

 ①日常において、生徒の事故怪我に繋がることのない
ように継続的な指導をお願いしたい。生徒が昌平高
校の生徒であるという自覚を持ち行動ができるよう
促してもらいたい。 

②各種行事は例年工夫を凝らした企画となっている。
保護者もみることができる環境作りも行ってもらい
たい。 

③生徒一人一人の成長のために生徒個々に応じた様々
なアドバイスをしていただきたい。 

評価：Ｂ 
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①文武両道が実践できる環境を整
える。 

②学年･担任等を中心に生徒が抱
える様々な相談ができる体制を
整える。 

①文武両道を実践するために、特
に担任と部活動顧問がリンクし
生徒個々の学習状況を把握する
ことができているか。 

②生徒個々、また、場合によって
保護者を含めたを面談等を通し
て、生徒が抱える悩みの解決や
精神的な支援ができているか。 

 

①部活動顧問は計画的に活動して
いく基盤を作り、様々な工夫を
講じた中で、より良い指導を行
っていく必要がある。学習面に
おいては特に隙間時間の活用な
どのアドバイスを行い生徒が効
率的かつ効果的に学習を行って
いけるよう指導を行っていく。 

②日常の担任によるクラス指導は
もとより、SNS をはじめ各種
講習会等を実施するなど生徒が
抱える不安を未然に防ぐ取り組
みを行っていく。 

①顧問は限られた部活動時間にお
いて生徒が高いモチベーション
でトレーニングに励むことがで
きる環境作りを率先して行って
いる。また、学習面においても
積極的に取り組むことができる
よう生徒指導に努めている。 

②担任や学年団が中心となり、面
談等を通して生徒個々の状況把
握に努めている。 

①文武両道を実践できる環境が整
っているか。また、生徒が前向
きに取り組む姿勢が見られる
か。授業だけではなく、自主学
習に意欲的に取り組むことがで
きる環境が整えられているか。 

②生徒の抱える悩みや課題等、実
情の把握ができているか。特に
SNS 等のトラブル等における
問題点および実態を理解・把握
できているか。 

①各部顧問が中心となり、活動時間の調整など文
武両道が実践できる環境を作れるよう努力して
いる。工夫をする中でも関東大会や全国大会に
数多くの部活が出場するなど成果を上げてい
る。また、野球部生徒の名古屋大学合格をはじ
め、特進アスリートクラスからも国公立大学、
難関私大の合格者を輩出するなど文武両道を体
現できる生徒が増えている。 

②生徒の現状を把握する取り組みにおいては担
任･学年団が協力する中で体制作りを行ってい
る。SNS においてはまだ課題は残っている状
況である。今後も適宜、講習会を実施するなど
課題解決に努めていく。 

 

Ｂ 

①学習習慣の確立とともに進路実績により良い
形で反映されるよう更なる指導を行っていき
たい。模範となる卒業生の取り組みなど実践
例を提示するなど、更なる成長が遂げられる
ようサポートしていきたい。 

②面談等は適宜行うベースは継続し、その他講
習会等は他校の取組みも参考にしながら対応
していきたい。 

 ①部活動に所属し、文武両道を実践している生徒も進
路目標を達成している状況が見られる。更なる高み
を目指すことができる環境を改めて構築してもらい
たい。 

②多感な時期でも生徒が抱える悩み等について、担任
をはじめ教員全体で把握し、保護者とも共有する中
で改善していける働きかけをお願いしたい。 

 
評価：Ｂ 
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①PEP の推進、英語力強化につ
なげる。 

②各種行事（希望生徒対象の語学
研修-海外含む）の充実化を図
る。 

③帰国子女募集について更なる充
実化を図る。 

①全教職員が英検全員受験をはじ
め英語力向上に向けた取組みを
実践できているか。実践の場で
活用できる英語力･会話力につ
いて授業を通して身につけるこ
とができるか。 

②修学旅行をはじめとする海外研
修において、生徒が学びを得る
環境作りはできているか。 

③帰国子女の受入れにあたり、計
画的な対応はできているか。ま
た、一般生徒と帰国子女との交
流機会を作るなど、積極的にコ
ミュニケーションを取ることが
できる環境を作れているか。 

①全教職員が英語力強化に向けて
英検の全員受験をはじめ積極的
な取組みを促す環境を整え、生
徒のモチベーション向上に努め
る。 

②海外語学研修の案内を積極的に
行うなど生徒の活動の幅を広げ
る。 

③帰国子女生徒と交流する中で、
英会話力向上に向けたモチベー
ションアップを図る。 

①英検合格者を増やすために 2 次
対策については英語科教員を中
心に対策を講じている。
International Arena(日本語禁
止部屋)の活用など、ネイティ
ブ教員と積極的に会話し英語力
を高める。 

②希望者対象の海外語学研修につ
いては希望者が増えている。高
いレベルで英語力向上を目指す
生徒が多くなっている。 

③帰国子女との交流が英語を学ぶ
モチベーションにつながってい
る。 

①英検の活用による大学受験など
生徒に有益な情報共有はできて
いるか。生徒の英検等の取得状
況を確認し、更なる上位級取得
に向けた個別指導や働きかけは
できているか。 

②海外語学研修における取組みや
成果･効果などを教員全体で共
有する。研修が生徒の英語を学
ぶモチベーション向上につなが
っているか検証する 

③帰国子女と交流することで英語
を学ぶモチベーション向上につ
ながっているか。海外在住の日
本人に対して本校の認知度を高
める上での具体的な取組みはで
きているか。 

①担任からホームルームや個別指導で英検取得に
向けた積極的な取組みが見られている。ただ
し、クラスによっては取得者が少ないなど課題
も見られる。 

②修学旅行や海外語学研修を行い、英語力向上に
高い意識を持っている生徒は増えている。ま
た、希望者対象の行事も希望者は増えているこ
とから行事を増やすなど更なる検討が必要にな
る。 

③帰国子女と交流する中で、英語を学習する意
識、モチベーション向上につながっていると言
える。募集活動においても海外での説明会等、
認知度を高める取り組みを積極的に行ってい
る。 

Ｂ 

①英検をはじめ各種資格の取得は大学受験をは
じめとする進路活動に有益な状況となること
を生徒に周知し、より高いモチベーションで
取り組む環境をさらに作っていく必要があ
る。コース･クラス間で意識に偏りがでない
よう、学校全体での取り組みという認識を教
職員間でも共有する。 

②修学旅行や希望者対象の海外語学研修･ハー
バードサマースールをはじめとするプログラ
ムの参加者も増えていることから、新たなプ
ログラムを新設し充実化を図っていきたい。 

③今年度、海外に行き募集活動を行った。部活
動への興味もあり、認知度は高まっていると
言える。今後も帰国子女募集にあたり計画的
にかつ積極的に環境整備をしていく。 

 ①パワー・イングリッシュ・プロジェクトは学校全体
での取り組みとして継続した実績は出ていると感じ
る。今後も資格取得における具体的な成果を検証す
る中で、課題も改善していけるよう努めてもらいた
い。 

②新たなプログラムの提案など、生徒の学びの幅が広
がり、興味関心を持つことができる企画を提案して
もらいたい。 

③帰国子女募集について、認知度が高くなっている点
を鑑みて、より積極的な活動を行い、生徒間での交
流を含めた活性化を図ってもらいたい。 

 
評価：Ｂ 



（別紙様式）                                                                             （Ａ３判横） 
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教員のモットー「手をかけ 鍛えて 送り出す」 
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度 
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１．才能開発教育：個々の生徒の能力を最大限に引き出す。 

２．人間教育：高い品性と正しい判断力を養成する。 

３．健康教育：心身ともに健康な人間を育成する。 

４．国際教育：国際的視野に立って考え、行動する力を養成する。 

  Ｂ 概ね達成(６割以上)  出席者  学校関係者     3 名 
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※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
        

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年 度 評 価 （3 月）  実施日 令和 7 年 3 月 27 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 中間評価 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

1 

①IB 授業における学びに加えて主
要 5 教科においては基礎知識の
習得に向け指導を行っていく。 

②校外学習や体験学習（プログラ
ム）を通して自ら考えることの
基盤作りを行う。その他、キャ
リア教育を実施し将来について
考える機会を作る。 

③各種資格取得を目指す。 
④自学自習の定着を図る。 
 

①アクティブラーニング手法を用
いた授業展開等生徒の学びにお
いて主体的な取組みができるよ
う努める。同時に基礎知識の習
得も授業内で工夫し実践してい
く。学力推移調査の結果より学
年等で目標設定を行う。 

②体験型プログラム（校外学習･体
験学習）を積極的に実施し学び
の幅が広がるよう環境整備す
る。調べ学習を積極的に実施
し、主体的に学び、そして、発
信する場を作り、プレゼンテー
ション能力の向上にもつなげ
る。また、中学 3 年生を対象に
キャリア教育特別授業を実施、
多種多様な業界の方から話を聞
き、今後の進路に対する理解を
深める働きかけを行う。 

③PEP の一環として行う英検全員
受験を通して、資格取得に向け
た対策をはじめ積極的な働きか
けを行う。 

④担任を中心に日常における学習
計画の構築や目標設定など適宜
アドバイスを行う。 

①ICT の活用など視覚的側面から
も知識習得に努めるなど、幅広
い授業展開を実践する。教員間
で授業見学を行うなど、情報交
換を積極的に行い、授業の質を
向上していけるよう努める。主
要 5 教科においては基礎知識の
習得、定着に向けた取組みも意
識しながら授業展開を工夫して
いく。 

②校外学習や体験学習のプログラ
ム選定については、新たな学び
が得られるよう工夫を講じてい
く。 

③担任･学年団等を中心に英語検定
等の全員受験をはじめ、各種検
定への積極的な取組みを促す。
各種検定取得に向けた対策は各
教科を中心に計画的に行ってい
く。 

④フォーサイト(スケジュール帳)
や Googleclassroom を活用し、
活動計画を生徒個々で立案、習
慣化させていく。また、自習室
や SH システム(自動問題作成シ
ステム)の活用、講習の実施など
各自の課題克服に取り組むこと
ができる環境を整備する。 

①IB 授業を展開する教員が ICT
を積極的に活用するなど生徒に
とっても学びの幅が広がると同
時に学習意欲も向上している。
主要 5 教科の基礎知識習得につ
いても並行して行っている。 

②各種活動･プログラムの実践にお
いて、様々な体験から新たな気
づきを得て成長に繋げることが
できている。 

③英検取得に向けて、担任が積極
的な働きかけを行っていること
から、生徒が前向きに取り組む
ことができる体制ができてい
る。 

④担任がフォーサイト(スケジュー
ル帳)を活用し学習習慣が確立さ
れているか等、状況把握を行っ
ている。また、計画的に学習計
画を立案する中で
Googleclassroom や SH システ
ム(自動問題作成システム)を活
用し、自主学習にも高いモチベ
ーションで臨む生徒も増えてき
ている。ただし、生徒によって
はまだ学習が習慣化されず不安
を抱える生徒もいるため講習な
どでフォローしていく体制を構
築していく必要も生じている。 

①各教員は授業評価アンケート結
果から生徒自身の課題を確認
し、改善に向けた取組みを行う
ことができているか。 

②生徒の主体的な学びの場を提供
するための工夫を講じることが
できているか。 

③各種検定に向けて資格取得がも
たらす優位性のある情報提供な
ど生徒が前向きに取り組む環境
を作ることができているか。ま
た、資格取得に向けたフォロー
体制を構築できているか。 

④担任はフォーサイト(スケジュー
ル帳)や Googleclassroom 等を活
用し、生徒が主体的に学習習慣
を構築していく働きかけはでき
ているか。 

①ICT を活用した授業を多く行う中で、生徒が興味
関心を持つ授業展開を構築している。並行して基
礎知識の習得に向けた授業も行い、学力向上に努
める体制も取っている。学力推移調査の年度別比
較をする中で、個々はもとより学年での課題を抽
出し、学力状況に応じたフォロー体制を整備して
いる。教員も教材研究を通して指導面における引
き出しを増やしている。 

②企画している体験学習や体験型プログラムは生徒
の気づきを大切にする中で充実した学びの機会と
なったと言える。特にコミュニティープロジェク
ト発表会においては生徒が工夫を講じ、プレゼン
テーション能力をはじめ質は向上していると言え
る。 

③中学校においては、全校で 99.7％の生徒が英検
（5 級以上）を取得した。3 年生は 80.0%の生徒
が準 2 級以上を所得しており、例年の中学卒業時
に準 2 級所持、という学校目標は毎年 80%は超え
ている。なお各学年の目標級（1 年 4 級 86%、2
年 3 級 85.1%、3 年準 2 級 80.0%）も多くの生徒
が取得している。年度を通して中 3 対象に準 2 級
講習、英検各回前に各級の講習を行っていること
が結果につながっている。 

④日々学習習慣が確立され学習意欲が高い生徒も増
えてきているが、まだ、習慣化されずフォローを
必要とする生徒もいる。担任･学年団を中心に必
要な指導を講じていく。 

Ｂ 

①教材研究をはじめ授業準備については、
現状維持で満足することはなく、教員間
でも切磋琢磨できるよう環境整備する。
特に学力推移調査の結果や定期考査から
生徒個々に学習方法等のアドバイスがで
きる体制を作り上げる。 

②次年度も新たなプログラムの構築など生
徒のより良い学びの場を提供していきた
い。 

③特に英検については学校としての取組み
が良い結果に結びついていると言える。
今後も大学進学や将来設計に向けて資格
取得の優位性が講じられる具体的な情報
を伝達していく。 

④生徒がより良い学習習慣環境を作ってい
くために、生徒個々の具体的な目標設定
や達成に向けた計画策定を担任や学年団
が中心となり行っていく。生徒状況を教
員間においても情報共有し、適宜アドバ
イスができるよう努める。 

 ①特に ICT については、授業展開をしていく上で
必要不可欠であると言える。学内や外部での研修
等を通じて全体が授業力向上に繋げられるよう取
り組んでもらいたい。担任を中心に必要に応じて
個別面談を行うなど、生徒の学習習慣の確立に向
けた指導等を積極的に行ってもらいたい。 

②生徒が各種プログラムを通して気づきを得るこ
と、様々な経験をすることで学習に対してのモチ
ベーション向上につながっている。今後も継続し
て行うとともに新たなプログラムも提案してもら
いたい。 

③英検取得状況を見ても学校の取組みが良い結果に
結びついていると言える。現状に満足することな
くさらに上位級を目指す環境作り、取得に向けた
体制を構築してもらいたい。 

④日常的に習慣化されている学習計画や個々の学習
目標の把握から個々にアドバイスをしてもらえる
環境は非常に素晴らしい。今後も継続的に指導を
行ってもらいたい。 

 
評価：Ｂ 

2 

①校内外を問わず、日常生活にお
けるマナー指導を行う。あわせ
て基本的生活習慣を確立するよ
う促す。 

②本部役員を中心として生徒会活
動をより活性化させる。生徒が
主体的に参加できるボランティ
ア行事等を作る。 

③コミュニケーションスキル向上
を目指す取り組みを活性化させ
る。 

①生徒の状況把握に努め、校則の
遵守、挨拶の励行などマナー指
導について全教職員で指導する
ことができているか。校外では
特に自転車の乗り方など交通マ
ナーを守り交通事故防止対策を
徹底できているか。 

②本部役員が中心となり、新たな
生徒会活動の発信や校内外での
ボランティア活動企画への参加
等、活動の幅を広げることはで
きているか。 

③各行事作り等、生徒間でコミュ
ニケーションを取る機会を増や
す。その中で自分の意思を明確
に伝えることができているか。 

①生活指導部を中心に校内外の巡
回指導を行う。その他、自転車
通学者を対象に集会で注意事項
を伝達する等、生徒指導体制を
構築する。 

②特にボランティア活動について
は、学校内だけでなく地域や外
部団体ともリンクした形で行う
ことも検討する。 

③各種行事等の取組とともに授業
内でも調べ学習からプレゼンテ
―ションの実施など生徒が主体
的に活動する場を増やす。 

①通学路や公共交通機関の利用に
おけるマナーについて、外部の
方から指摘を受ける状況があっ
た。 

②中学単位で活動する機会は少な
かった。文化祭企画など高校生
とリンクして一緒に活動する機
会を作るなど工夫を講じていく
必要がある。 

③一部の宿泊行事では教員からの
指示伝達を英語で行うなど生徒
の学びの幅を広げる工夫も行っ
ている。 

①生徒が学校の校則を理解できて
いるか。また、指導を通して生
徒の自覚を促す取組はできてい
るか。 

②生徒会を中心に行事を創出する
など主体的な活動はできている
か。 

③工夫を講じた授業展開、各種行
事において、コミュニケーショ
ン能力を向上させる機会を作る
ことはできているか。 

①特に自転車や電車マナーにおいては外部の方から
指摘を受けることもあり、注意をしていかなけれ
ばならない状況もある。ホームルームで担任が指
導するだけではなく、学年集会等で生徒全体に指
導･呼びかけを行い改善していく必要がある。 

②生徒会主体の活動については昌平祭の企画運営を
はじめ、高校生と活動する等、良い機会が増え
た。次年度も中学校としてボランティア活動を行
う等、様々な企画を構築できるよう促していきた
い。 

③教員間で情報を共有し、生徒の成長のために工夫
を講じていくことで良い方向での指導ができてく
る。 

Ｂ 

①校則の遵守およびマナー指導について
は、事が起こってからの対応ではなく、
年度始めに集会等を実施し、全体に周知
徹底していく。その中で起こり得る課題
を解決していくために、常に情報共有を
行っていく。 

②地域交流等、生徒主体で企画立案をして
いく体制を整える。また、新たな企画の
創出ができる体制を作る。 

③様々な課題に対して、担任が一人で抱え
るのではなく、管理職を含め、教職員全
員で生徒が成長できる体制を作ってい
く。 

 ①生活指導は生徒の成長にとって非常に大切とな
る。今後も学校全体で生徒を育てる体制を構築す
る中で、昌平生であるという誇りを持てるよう指
導を継続してもらいたい。 

②生徒会活動を活性化させることで生徒が主役とな
る場が増える。教員にもアドバイス、後押しをし
てもらいたい。 

③多感な時期だからこそ、それぞれ不安や悩みを抱
えている生徒も多い。生徒個々にアプローチ、働
きかけを通して成長を実感できるようにしてもら
いたい。 

 
評価：Ｂ 

3 

①体育･スポーツ･文化活動を推進
する。 
②教育相談を充実させる。 

①各運動部、文化部の活動を活性
化させる上で、明確な目標を掲
げているか。また、達成に向け
た積極的な取組みが見ることが
できたか。 

②生徒個々の状況を把握しサポー
ト、指導をしていく体制が構築
できているか。 

 

①各部において大会等に向けて
日々の活動を計画的に行う。限
られた時間の中で生徒のやる気
を引き出すために工夫を講じ
る。 

②個々の学習状況やメンタル面を
含めた状況把握をするために面
談等を積極的に行う。その中で
担任を中心にフォロー、後押し
していく体制を作る。 

①活動日数や活動時間は限られて
いる状況の中で、トレーニング
メニューの工夫等で設定した目
標達成に向け努力する姿勢が見
られる。 

②生徒の状況を理解し、個別で面
談を行うなどフォロー体制を構
築している。 

 

①生徒が部活動をはじめとする課
外活動で目標を掲げ、達成に向
けた積極的な取組みはできてい
るか。 

②生徒個々の状況把握ができてい
るか。また、状況に応じて、不
安を抱える生徒へのフォロー体
制を整えることはできている
か。そして、教職員間で情報共
有し指導体制を確立することが
できたか。 

①各部活において生徒が活躍する機会も増えてい
る。日々の活動に一生懸命に取り組んできた成果
が見られる。 

②面談等を行い、生徒が抱える不安や悩みを解決し
ていけるよう対応している。その中で学習への意
欲が更に高まるよう担任や学年団を中心にアプロ
ーチしていく必要がある。スクールカウンセラー
便りを通して保護者にも情報共有する。 

Ｂ 

①個々および部全体等の目標を達成するた
めに生徒の意識レベルをより向上させる
取り組みをしていきたい。技術力向上や
結果だけにこだわるのではなく、活動を
通して精神面での成長を遂げられるよう
アプローチしていきたい。 

②個別面談等を通して生徒の精神面にアプ
ローチし、現状把握に努めていく。 

 ①部活動をはじめとする課外活動や生徒会活動は生
徒の主体性を育む良い機会となる。生徒にとって
より有意義な活動ができるよう、更に良い環境を
作ってもらいたい。 

②生徒と積極的にコミュニケーションを取り、モチ
ベーション向上に繋げていけるよう、継続した取
り組みを行ってもらいたい。保護者と情報を共有
し、共通理解を持って指導していくことで生徒の
成長にもつなげることができる。今後も学校全体
としてより良い教育環境を作ってもらいたい。 

評価：Ｂ 

4 

①実践的な英語力を身につける。 
②「SDGs」世界を共通テーマに
グローバルな視点から課題をみ
つけ探求していく。 

③実践的な学びの機会を作る。研
修等を含めた学びの場の提供を
行う。 

④IB（国際バカロレア）による学
習効果の向上を目指す。 

①授業で学んだ英語の知識を実践
の場で効果的に使うことができ
るか。また、自分の考えを自ら
発信することができるか。 

②世界を意識する･知ることで様々
な事象を多面的に捉えることは
できているか。 

③生徒が授業で学ぶ英語の知識を
海外修学旅行や語学研修等で実
践できているか。生徒個々にス
キルアップにつなげる機会を提
供することができているか。 

④MYP（中等教育プログラム）に
おける学習効果がグローバル人
材の育成につなげることができ
るか。 

①英語の授業を通して基礎知識の
習得を目指すとともに授業内で
プレゼンテーションを行う機会
を作るなど、実践的な場で活用
できるスキルを習得する。 

②校外学習や日常の調べ学習を通
して、世界で起きている様々な
問題にアプローチし、様々な事
象を多面的に捉えることの重要
性を知る。 

③授業内で学んだ知識を修学旅行
やブリティッシュヒルズ語学研
修等において実践できる機会を
作り主体的に学ぶことができる
場を提供する。 

④アクティブラーニング手法を用
いて主体的に学ぶ環境を整え
る。また、調べ学習やディスカ
ッションを行うなど、授業で実
践できる場も作っていく。 

①英語 G の授業展開は基礎知識を
習得することが中心となる。IB
英語はプレゼンテーションを行
う機会を作り、実践的な英語力
を身につけることができる。 

②テーマをもとにグループに分か
れてディスカッションを行っ
た。活動を通して調べ学習を含
め主体的に取り組み、様々な角
度から問題に対して考える機会
を作った。 

③英語科教員を中心に各種行事で
の指示も英語で行う等、工夫を
講じている。また、ブリティッ
シュヒルズ語学研修や希望者対
象の語学研修等を企画し実践で
きる場を提供している。 

④授業手法を含め教員間で情報共
有を行うことでスキルを高める
環境を作っている。 

①基礎知識の習得については、学
力推移調査の結果から検証す
る。IB 授業については実践的な
場で対応できる英語力向上につ
ながっているか。また、生徒の
理解状況を把握し、進度をコン
トロールすることはできている
か。 

②探求型プログラム等を通して、
生徒が主体的に学び、課題に取
り組む環境は作られているか。 

③各種学校行事や希望者を対象と
する研修等で生徒の活動、学
び、実践的な英語力向上が見込
まれる企画を提供できている
か。 

④教員間で授業情報等を共有し、
質の高い授業展開につなげるこ
とができているか。 

①基礎知識の習得には学習の習慣化も必要となる。
授業の質を高める働きかけが必要となる。IB 授業
においては教員間も授業見学を行うなど質が高ま
ってきている。 

②探求学習では、生徒が自ら考え、課題を発見する
力が養われている。 

③日常で学んでいる英語が実践で活用できるかを各
種行事で確認することで、英語力を伸ばす上での
モチベーション向上につながっている。 

④IB 授業を行うにあたり ICT の活用等を含めた授
業手法におけるアイディアを教員間で情報共有し
た。今後も継続していく中で質の高い授業を展開
したい。 

Ｂ 

①学力推移調査の結果で基礎知識の習得状
況を確認し、課題を抽出する。学校およ
び個々での課題を改善するために指導体
制を含め見直しを行っていく。IB 授業
では探求心や思考力向上を求めていく上
でプレゼンテーションの活用を含め授業
手法に工夫を講じていきたい。 

②生徒の主体的な学びへの働きかけを積極
的に行い、学習効果を高めていきたい。 

③新たな行事を企画するなど今以上に英語
を実践的に活用する環境を作る。 

④教員間で情報共有を行うことで教員の指
導スキルの向上につながる。教員全体が
IB の本質を理解できる体制を構築する
ことも大切になる。 

 ①PEP を通して、英語力向上に高い意識を持つ生
徒は非常に多い。通常の授業（基礎知識の習得）
と IB 授業のバランスを取り、生徒の成長に繋げ
てもらいたい。 

②生徒が主体的に学ぶことができる環境は生徒にと
って非常に有益だと言える。今後も工夫を講じた
授業展開を実施してもらいたい。 

③学校行事はもとより、英語での指示等、日々学習
している英語を実践の場で試す機会や日常での工
夫を講じた指導は今後も継続してもらいたい。今
後もより良いプログラムの提案などをお願いした
い。 

④教員間での情報共有や外部研修を通して授業の質
を高めることは非常に素晴らしい状況と言える。
今後も継続的に行い、より良い体制を作ってもら
いたい。 

 
評価：Ｂ 


